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研究拠点の動き

水素・次世代エネルギー研究会セミナーセミナー２０２１ Vol.1

2021年12月17日にオンラインにて「水素・次世代
エネルギー研究会セミナー２０２１Vol.1」を共催し
ました。 本セミナーは、中国経産局、広島市産業
振興センター、中国経済連合会、中国地域創造研
究センター、東広島市とともに開催してきており、
前身のセミナーからカウントするとすでに15年目に
突入しました。 今年度一回目の本セミナーでは、
国土交通省中国運輸局海上安全環境部長の板
倉輝幸氏に「2050年内航カーボンニュートラル推
進に向けた検討について」の話題提供をいただき、
三井住友信託銀行サステナビリティ推進部の羽田
貴英氏に「カーボンニュートラル実現に向けたイン
パクトファイナンス」、そして三菱ガス化学基礎化
学品事業部門の岡田英二氏から「目指そう、炭素
循環社会～DMEが持つ可能性と期待できる貢献
～」について講演いただきました。 約100名の参
加者が聴講し、2050年カーボンニュートラル実現
に向けて今すべきことについてのヒントをいただく
こととなりました。

2021年12月8日 HU-Plus Vol.17のカーボンニュートラルの特集でバイオマスが紹
介されました。

2021年12月10日 第66回拠点拡大運営会議を開催しました。

2021年12月13日 第4回広島大学バイオマスプレミアムイブニングセミナーを共催し
ました。

2021年12月17日 水素・次世代エネルギー研究会セミナー2021 Vol.1を共催しまし
た。

セミナーのパンフレット
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研究概要

研究成果：ホローカソードを用いた高密度プラズマの生成成功

研究内容：ホローカソード+カスケードアーク放電

研究背景：より高密度なプラズマの必要性

山崎 広太郎
広島大学大学院先進理工系科学研究科 機械工学プログラム 助教
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文献

研究分野： プラズマ工学

研究キーワード： プラズマ計測，乱流，トモグラフィ，カスケードアーク放電

高密度プラズマ源の開発
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高密度プラズマは高い反応性と熱エネルギーを持っていることから成膜

[1]や宇宙推進機[2]等で利用されています（図1は高密度プラズマ生成

の例）。 その他にも高密度プラズマが持つ熱エネルギーを利用して大気

圧と真空を隔てるプラズマウィンドウ（PW）と呼ばれるプラズマ応用技術

があります[3]。 PWは細長い穴（チャンネル）内を通過する気体を高密

度プラズマを用いて加熱し、粘性を高めることで大気圧と真空の圧力差

を維持します。 ガラスや金属等の固体を用いずに大気圧と真空を隔て

ることができるので、これまで真空容器内でしか利用できなかった電子・

イオンビームをPWを用いることで大気側に引き出し利用することが可能

になります。 様々な応用が期待できるPWを実用化するためには、これ

まで以上に密度の高いプラズマを長時間生成できる装置が必要です。

従来以上に密度が高いプラズマを生成し、プラズマ生成時間を長くするこ

とを目的として、ホローカソードを用いたカスケードアーク放電装置の開発

を行いました(図2)。 ホローカソードは円筒状の電極のことで(図2下)、円

筒内部で高い密度のプラズマを生成できることが知られております[4]。

以前は陰極に表面積の小さい針状電極を用いており熱負荷による損耗

が問題視されていました。 表面積の広い円筒電極を用いることで損耗が

少なくなり高密度プラズマ生成時間を従来よりも長くできることが期待でき

ます。

図2に示した装置で生成したプラズマの密度を分光計測を用いて測定した

ところ、ホローカソードを用いて1016 cm-3 程度の高い密度のプラズマを

図1. 高密度プラズマ生成の例(TPD)

図2. 開発した装置の概略図

安定に生成できることが確認できました(図3)。

また、開発した装置のPWとしての特性を確認し

たところ、プラズマの温度が高くなるにつれて圧

力隔壁としての性能が向上していることが確認

できました(図4参照)[5]。

図3. 開発した装置で得られた密

度計測結果

図4. 開発した装置のPWとしての性能

評価結果．横軸はプラズマ温度に比

例する量に対応する
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